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三環状道路整備推進部 

 
 

東京外かく環状道路（関越～東名）が、今年度本格着工の運びとなり、平成２４年９月５日、世

田谷区大蔵の東名ジャンクション（仮称）予定地において、国土交通省、東京都、NEXCO 東日本、

NEXCO 中日本の４者で着工式を開催しました。 

 

 

 

 
東京外かく環状道路（関越～東名）の着工式を開催しました  

【着工式の様子】 

地元関係者（町会・自治会長等）を含め約180名の来場のもと、主催者である羽田国土交通大臣、

石原都知事の挨拶に引き続き、国会議員や都議会議長、外環建設促進議連会長、沿線区市長、外環

整備促進連絡会議を代表して東京商店街連合会会長などから祝辞をいただきました。 

その後、鍬入れを行い、盛況のうちに着工式が執り行われました。 

鍬入れの様子 

【石原知事の挨拶】 

石原知事からは以下の挨拶がありました。

「外環っていうのは、東京のための道路では

ない。日本全体の流通の為に絶対に必要な道

路なんですけど、残念ながら後回しにされて

きた。外環完成に向けて何とか一歩踏み出し

たということは、東京にとっても嬉しいこと

でありますし、日本全体の経済の活性化のた

めに絶対必要なことであります。そういう点

で、皆さんの努力に感謝いたします。この国

の流通を支える、経済圏をより活性化する。

この外環が 1 日も早く、更に延伸して完全に

繋がることを、私は一都民として、国民の一

人として熱願するわけであります。」 

 


